
（参考資料） 
 

 

実績評価（チェックアップ）の結果の補足説明用図表類集 
 
 

（以下【  】内の数字は説明図表の番号） 
 

○基本目標１―１―１ 台風・豪雨等に関する気象情報の充実・改善 
・ 台風予報の精度（台風中心位置の予報誤差）    【１】 
・ 大雨警報のための雨量予測精度          【２】 
・ 豪雨水害対策のための気象情報の改善       【３】 
・ 土砂災害対策のための防災気象情報の改善     【４】 

 

○基本目標１―１―２ 地震･火山に関する監視･情報の充実・改善 

・ 分かりやすい火山情報の提供           【５】 
・ 緊急地震速報の利用分野の拡大          【６】   
・ ケーブル式海底地震計の整備とルート調査     【７】   

 
○基本目標１―１―３ 防災機関への情報提供機能および連携強化 

・ 防災気象情報の活用機会の拡大          【８】 
・ 防災情報提供センターからの情報提供の拡充    【９】 

 
○基本目標１―２－１ 航空機のための気象情報の充実・改善 

・ 飛行場予報の精度（飛行場の風向・風速予報の適中率）  【１０】 
 
○基本目標１―２―２ 船舶のための気象情報の充実・改善 

・ 波浪予報の精度（外洋波浪モデルの適中率）    【１１】 
 
○基本目標１―３ 地球環境保全のためのｵｿﾞﾝ層･地球温暖化等に関する情報の充実･改善 

・ 有害紫外線予測情報の提供体制の構築       【１２】   
・ 「海洋の健康診断表」の提供           【１３】   

 
○基本目標１―４―１ 生活向上、社会経済活動の発展のための天気予報、週間天気予報の充実 

・ 天気予報の精度①（明日予報）           【１４】 
・ 天気予報の精度②（週間天気予報）        【１５】 

 

○基本目標１―４―２ 生活向上、社会経済活動の発展のための気候情報の充実 

・ ヒートアイランド情報の作成           【１６】 
 
○基本目標２－１ 気象等の数値予報モデルの改善 

 ・数値予報モデルの精度              【１７】   
 
○基本目標３―１ 国際的な中枢機能の向上 

 ・北西太平洋域への津波情報の提供         【１８】 
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・災害による被害の軽減

・効果的、効率的な防災対策

台風中心位置の72時間先の予報誤差* を、H17年までにH12年と比べ約20％
改善し、360㎞にする。　　　　　　　　　　* 当該年を含む過去3年間の平均

72時間予報の誤差は予報技術の改善を代表する。

24時間予報、48時間予報の改善状況も合わせて示す。

台風予報の精度（台風中心位置の予報誤差）

360km(H17年）

356km(H16年）

443km(H12年）

（目標値）
台風中心位置の予報精度
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台風中心位置の

予報誤差 (km)

72時間予報

（3年平均）

48時間予報

（3年平均）

24時間予報

（3年平均）

17年目標

（72時間予報）

２時間先の１時間雨量予測値の精度の改善

大雨警報のための雨量予測精度大雨警報のための雨量予測精度

新たな指標：

2時間先の1時間雨量の予測値と実況値の比率

対象とする事象は、20km格子で平均した予測値と実況値の
合計が20mm以上の降水とする。また、年の変動を緩和する
ため3年間の平均値とする。

短時間強雨による土砂災害・水害対策等の防災活動に寄与

平成１６年　　平成１７年　．．．．．．．．．．．．．平成２１年

０．５４

０．６０

２時間先：
　適切なリードタイムの確保
20km格子：

　ほぼ二次細分区の広さに対応
20mm以上：

　ほぼ大雨注意報基準に対応 強い降水の予測の雨量比率
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全国約1700河川の約4000地点の

推移と予測、履歴指数・順位等

流出雨量指数

　　　大雨と洪水に関する○○県気象情報
　　　　　　　　　　　　　　　平成○年○月○日○時○分　○○地方気象台発表

（本文）
本州付近には梅雨前線が停滞しています。その前線に向かって日本の南海上にある台風第○号から暖
かく湿った空気が入り込み、大気の状態が不安定となっています。
現在、○○県東部の多いところでは、24時間積算雨量で120ミリの雨が降っており、今後も１時間に10～20
ミリ程度の雨が続く見込みです。河川では増水し、氾濫する恐れがあります。

　○○地域の□□市や△△市を流れる河川
□□地域の☆☆町を流れる河川
では、これから洪水の危険性が一層高まる見込みですので、
河川の増水、中小河川の氾濫に十分警戒してください。

現在、△△川、◇◇川を対象に洪水注意報が発表されています。
○○地域と□□地域には大雨・洪水警報が発表されています。

（府県情報の中でコメントを付して改善）

市区町村名など地
域を特定した情報
の発表を目指し、降
雨による洪水危険
度予測の活用につ
いて検討する。

降雨による洪水危険度予測指標の活用降雨による洪水危険度予測指標の活用
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流出雨量指数＾２

07時予測

08時予測

09時予測

10時予測

11時予測

12時予測

平成１６年７月福井豪雨
足羽川　天神橋水位によるHQ暫定流量と

流出雨量指数の２乗の比較

降雨にもとづき河川
の流量を推定する
モデル

土砂災害対策のための防災気象情報の改善土砂災害対策のための防災気象情報の改善

土砂災害警戒情報 土砂災害警戒情報試行の実施

（平成（平成1616年度の実績）年度の実績）

平成15～16年度愛

知県・三重県・熊本
県

平成14～16年度

　 神奈川県・兵庫県・

長崎県・鹿児島県

□□県土砂災害警戒情報第×号 　　　平成△△年□月□日□時□分
△△県　△△地方気象台　共同発表

警戒対象市町村：○○市、××町、△△村
今後2時間以内に、大雨による土砂災害の危険度が非常に高くなる見込みです。
土砂災害危険箇所及びその周辺では厳重に警戒して下さい。警戒対象市町村

での今後３時間以内の最大1時間雨量は多いところで60mmです。

問い合わせ先
○○○-○○○-○○○○(□□県砂防課)
×××-×××-××××(□□地方気象台)

20km/h

30km/h

実況強雨域
（1時間30mm以上）

△△地震の際に震度4
以上となった地域

凡例

発表対象市町村

長さは1時間の

移動距離に対応

平成16年度

北海道・栃木県・群馬県・広島県
・山口県・福岡県・沖縄県

準備の整ったところから土砂災害警戒情報の運用を開始準備の整ったところから土砂災害警戒情報の運用を開始

（平成（平成1717年度の目標）年度の目標）

【 3 】

【 4 】
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火山名（大文字）：
現在導入して
いる火山。下線
は平成１７年２
月より導入した
火山

火山名（小文字）：
今後導入を予
定している火山。

分かりやすい火山情報の提供（火山活動度レベルの導入）

平成１５年１１月より５火山に導入(大島、浅間山、雲仙岳、阿蘇山、桜島)

平成１７年２月より７火山を追加（吾妻山、草津白根山、九重山、霧島山、薩摩硫黄島、口永良部島、諏訪之瀬島）

レベル 対応する火山情報 
レベル５ 
極めて大規模な噴火 

広域で警戒が必要。 

レベル４ 
中～大規模噴火 

居住地にも影響の可能性

があり、影響の可能性が

あり、警戒が必要。 

緊急火山情報 

レベル３ 
小～中規模噴火 

火山周辺に影響があり、

十分注意する必要。 
臨時火山情報 

レベル２ 
火山活動の高まり 

火山活動の状況を見守っ

ていく必要。 

レベル１ 
静穏な火山活動 

噴火の兆候なし。 

火山観測情報 

レベル０ 
長期間火山の活動の兆

候なし 
噴気活動や火山性地震

の発生がない 

 

 

「緊急地震速報」の利用分野の拡大

緊急地震速報
の試験提供

観測機器の整備による
試験運用地域の拡大

平成15年度整備(東海・東南海・南海地域)

平成16年度整備(東北・北海道地域)

計画(平成16年度補正)

平成15年度整備(東海・東南海・南海地域)

平成16年度整備(東北・北海道地域)

計画(平成16年度補正)

気
象
庁協力

連携

活用方策
の 検 討

試験運用参加機関の増加
による利用分野の拡大

実用化に向けた具体的な検討･実験を開始

鉄道分野における実用化の実現
と他分野での実用化の促進

試 験 運 用

参 加 機 関

約 ９ ０ 機 関

電力･ガス

建設･製造など

そ　の　他

学　　　校

鉄　　　道

情報家電

通信･情報伝達

国･地方公共団体

受信装置
校内放送設備

間もなく強い
揺れがきます
（音声報知）

マンション戸建住宅

間もなく強 い揺
れが きます（宅
内の 受信 装 置に
よる音声 報 知）

家
庭
で
の
活
用

小
学
校
で
の
活
用

鉄
道
で
の
活
用

運航制御（模擬）

緊急停止
ｏ ｒ

徐行運転

×
×
駅

○
○
駅

◇
◇
駅

△
△
駅列車制御システム

被害 予測状況
　　　　　地震発生

制御 区間
○○ 駅～△△駅

画面イメージ

・関係機関や鉄道事業者と協力し、緊急地震速報
　による列車の運行制御を実現するための「利用
　の手引き」を作成し、準備を完了

実機による
評価試験

＋
実用化を可能と
する環境の整備

実用化の実現

【 5 】

【 6 】
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計画（ケーブル式海底地震計）

既設地震計

ケーブル式海底地震計

ケーブル式海底地震計の整備とルート調査
（東海・東南海地震対策）

・水晶式水圧計
・水晶式温度計

３式海底津波計装置

・速度計3成分
・加速度計3成分

５式海底地震計装置

1式の構成概要設置数海　底　機　器

以下を平成17、18年度で製作

【 7 】
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県

防災気象情報提供システム

（気象台システム）

気象庁

防災気象情報の活用機会の拡大防災気象情報の活用機会の拡大

◇警戒すべき時間
　が一目で

　　

　

　

○○市大雨警報発表中

県防災情報ネットワーク等

消防庁

地域衛星通信
ネットワーク

気象台

地域独自
情報作成

インターネット、衛星通信などを活用し、
市町村の担当者などが防災気象情報を共有

台風・集中豪雨等による
気象災害の防止・軽減

○市 △町 △村 地域防災リーダー

インターネット

地域特性を考慮した
詳細気象情報

　　

　　　　　　　　　　　　
　　　　　

　　　　ユーザー
（防災担当者、国民など）

こんな時・・
　知りたい場所の気象や

　　　災害の情報が欲しい！

土地・水資源局
防災情報

リアルタイム雨量情報

リアルタイムレーダー情報

「防災情報提供センター」　からの情報提供拡充

リアルタイム情報
（河川局・道路局・気象庁）

国土交通省 防災情報提供センター
ホームページ （運営主体：気象庁）

●集約・一元化したリアルタイム情報

●GISを活用したストック（蓄積・保存）　　　　　

データを集約・一元化した情報

　　　　　　　　 （平成16年6月提供開始）

●各部局の防災関連情報・災害情報

都市・地域整備局
防災情報

○○局
防災情報

海上保安庁
防災情報

気象庁
防災情報

国土地理院
防災情報

国総研
防災情報

～平成15年６月開設～

ストックデータの提供イメージ
（気象・河川・海岸などのデータを提供）

河川局
防災情報

道路局
防災情報

任意の地域、データ、期間に
ついて、ＧＩＳの機能により各
部局のデータを地図上に重
ね合わせて表示

任意の地域、データ、期間に
ついて、ＧＩＳの機能により各
部局のデータを地図上に重
ね合わせて表示

データの属性により
任意の図形、文字等
を表示

データの属性により
任意の図形、文字等
を表示

過去のデータをグ
ラフ・表で表示

過去のデータをグ
ラフ・表で表示

港湾局
防災情報

北海道局
防災情報

光ファイバーネットワーク・

インターネット

【 8 】
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パイロット

管制官

　　平成１３年　　　　　１４年　　　　　　１５年　　　　　１６年　　　　　　　　　　　　１７年　　

６６％

６４％

７０％

６９％風速

風向

予　報　精　度　向　上

追い風・向かい風の強さ、横風の強さ

１８

３６

（成田、羽田、関西空港の各データを平均して評価）

航空機の安全運航のために

　　　　　　　　　　　飛行場での風の予測は非常に重要!!

飛行場予報の精度（飛行場の風向・風速予報の適中率）＊

風向・風速に基づく使用滑走路の決定風向・風速に基づく使用滑走路の決定

＊ここでいう適中率とは、

　風向：風速が10kt以上の事象に対して、風向の予報値が

　　　　　観測値の±３０度以内に入る割合

　風速：風速の観測値が15kt以上の事象に対して、風速の

　　　　　予測値が観測値の± 5kt以内に入る割合

７３％

６９％ ６８％

７３％

目標値は、　　　
風向68％､風速67％

対象とする
３空港全てで
目標値達成

　外洋波浪モデルとは、数値予報モデルによって予測された海上風を、波浪の発達・衰弱・伝播を支配する方程式に与え、スーパーコンピュータ
によって波浪の変化を予測するモデルです。第１図は、外洋波浪モデルの予測結果の一例です。
　外洋波浪予測モデルによる波浪の予測結果は、船舶の安全運航のために気象庁が作成・提供している外洋波浪予想図の元資料であるとともに、
民間気象会社にも提供され、船舶の安全運航はもとより経済運航に資する基礎資料となっています。

第２図　北西太平洋のブイによる波高の観測値と
　　全球数値波浪モデルの波高の24時間予測値の
　　比較の一例（2002年5月～2003年4月）

　波浪予報の精度波浪予報の精度（北西太平洋などの外洋を対象とした波測モデルの適中率）

波高
（ｍ）

海氷域
　

第１図　全球数値波浪モデルの計算結果
2001年9月23日21時（日本時）を初期値とする24時間後の波高（ｍ、カラースケール）

及び波向（矢印）の予測値

　外洋波浪モデルの精度（適中率）は、ブイ等によって観測された波浪データとモデルの予測値との比較により求めます。第２図は観測値と予測
値の関係を示した図で、中央の黒い太線の近くにプロットされるほど精度の高い予報です。船舶の安全運航には高い波の予測が重要であり、観測
値または予測値が３ｍ以上の場合を評価の対象とします。波浪予報の利用上、多くの場合、予測波高の相対誤差が30％以下であることが要請され
ることから、波高の相対誤差が30％以下（２本の赤線に挟まれたＡの範囲）の予測事例の比率を測定することとし、この値を平成12年度の69％か
ら、平成17年度には75％に改善することを目標としています。
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関係省庁

フロン

オゾン層

皮膚がん、白内障
、　　免疫力の低
下

有害紫外線太陽

国民

民間気象会社

(ニーズにあわせて加工）

有害紫外線予測情報の提供体制の構築

有害紫外線の
実況・予測情報

現状

・フロン等によるオゾン層破壊に
伴う有害紫外線の増加

・南北両半球の中緯度において
、依然としてオゾン層は破壊
　されている

・オゾン層破壊が進行する以前
の状況に戻るのは2050年

↓

有害紫外線による

　　・健康被害

　　・生態系への影響

　　・建材の劣化　　などが懸念

・フロン等によるオゾン層破壊に
伴う有害紫外線の増加

・南北両半球の中緯度において
、依然としてオゾン層は破壊
　されている

・オゾン層破壊が進行する以前
の状況に戻るのは2050年

↓

有害紫外線による

　　・健康被害

　　・生態系への影響

　　・建材の劣化　　などが懸念

施策 効果

・国民の適切な有害紫外線対策

　（外出時間の調整、衣服の選択、帽子やサ

ングラスの着用など）

・有害紫外線の生態系への影響評価、

建材（プラスティックやゴム等）の選定

・高精度観測データの国際交換による

国際貢献

・国民の適切な有害紫外線対策

　（外出時間の調整、衣服の選択、帽子やサ

ングラスの着用など）

・有害紫外線の生態系への影響評価、

建材（プラスティックやゴム等）の選定

・高精度観測データの国際交換による

国際貢献

紫外線予測モデル

・有害紫外線の観測強化

・観測データのリアルタイム収集

・有害紫外線の観測強化

・観測データのリアルタイム収集

ＵＶインデックス
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気象庁HP

　「海洋の健康診断表」の提供　「海洋の健康診断表」の提供　

解 析○ 中層フロートによる観測

海洋観測の強化

週から月規模の海洋変動

海洋汚染（北西太平洋）

気候に関連する数か月から10年規模の海洋変動

地球温暖化に関わる海洋の長期変化

海洋環境や地球温暖化に関する
海洋の変化傾向や変動についての評価（診断）

「海洋の健康診断表」として定期的に提供
○ 既存の海洋気象観測船および

漂流ブイによる海洋観測
○ 他機関による衛星や船舶、ブ

　　イなどによる海洋観測

関係省庁・地方自治体等、国民
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①　雨の降り方が大きく外れた日＊の改善
　　　　　　（ ＊降水確率が５０％以上外れた日数）

①　雨の降り方が大きく外れた日＊の改善
　　　　　　（ ＊降水確率が５０％以上外れた日数）

②　最高気温・最低気温が３℃以上外れた＊日
数の改善

生活の向上、社会経済活動の発展

天気予報の精度天気予報の精度①① 明日予報が大きく外れた
年間日数を２割減少

40日

25日

最高気温の外れ日数
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最低気温の外れ日数
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33日 32日

25日

３日目 ４日目 ５日目 ６日目 ７日目

平成１２年

平成１８年

３日目 ４日目 ５日目 ６日目 ７日目

平成１２年

平成１８年

・・降水の有無の適中率降水の有無の適中率

・最低気温の予測誤差・最低気温の予測誤差

①①降水の有無の適中率降水の有無の適中率 ②②最高・最低気温の予測誤差最高・最低気温の予測誤差

天気予報の精度天気予報の精度②②

≪≪目標：　５日目の精度　　目標：　５日目の精度　　　　 平成１２年の４日目の精度平成１２年の４日目の精度≫≫

生活の向上、社会経済活動の発展生活の向上、社会経済活動の発展

週間天気予報の予報誤差を改善

・・最高気温の予測誤差最高気温の予測誤差

2000年　　　　　2004年　　　　　目標

67%       　70%  　　 70%
2.6℃ 2.9℃ 　　 2.4℃

2.1℃　　　2.3℃ 　　 1.9℃　

【 14 】
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ヒートアイランド情報の作成

ヒートアイランド
解析システム

都市気候モデル
＋

アメダスデータ等

詳細な気温分布
等の解析

都市気候モデル
の高精度化

•実態の把握
•メカニズム解明へ向け
た調査研究の促進
•科学的知見の普及・啓
蒙

ヒートアイランド
情報の公表

•晴天弱風日の典型的
な気温分布等
•特定の日の気温分布
等の時間変化
•風系別の気温分布等
の違い　等

４kmメッシュ １kmメッシュ

ヒートアイランド現象の実況監視

午前５時の気温分布（℃）

地球全体の大気を対象とした数値予報モデルの5日後の予測誤差を、17年度までに約20%改善し、
12年時点における4日後の予測誤差まで改善する。

数値予報モデルの精度数値予報モデルの精度

北半球における5日後の500hPa高度の予測誤差
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物理過程の改良

新規衛星データ利用

解析システム改訂

積雲対流過程
層積雲過程
放射過程

航空機風観測
散乱計海上風観測
鉛直気温・水蒸気観測
極域衛星風観測

4次元変分法

重力波抵抗
境界層
陸面過程

NOAA-18
Meteosat-8
MTSAT-1R
Aqua

48.2m

61.5m

57.0m
:解析、衛星利用の改良

:物理過程改良

雨・雲の精緻化 陸地の影響の精緻化

新規衛星

新しい解析

新規観測（衛星他）

（目標）

※500hPa高度の変動は、日々の天気に重要な高気圧や低気圧の移動や発達・衰弱に大きく影響
することから、数値予報モデルの精度を測る主要指標として広く用いられている。

※

・短期・中期予報改善
・台風進路予報改善

【 16 】
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平成１７年３月業務開始

北西太平洋域への津波情報の提供

関係諸国との
連携・調整　

○精度の高い遠地地震震源決定法及び
マグニチュード決定法を精密地震観測
室で開発と津波予報DBの作成
○平成16年度予算にて北西大平洋津波
監視情報システムの整備
○関係国、PTWC、ITICとの調整ﾜｰｸｼｮｯ
ﾌﾟ開催（3月10,11日）

　ＩＣＧ／ＩＴＳＵ（太平洋津波警報組織
　国際調整グループ）からの要請

気象庁が北西太平洋津波情報センター
の役割を担い、沿岸諸国に北西太平洋
域に発生する地震による津波予測情報
を提供すること

北西太平洋津波監視
システムの整備

北西域用津波予報
データベースの整備

関係各国へ津波情報提供

要請

効果効果

北西太平洋地域の津波災害の
軽減

16年度での業務準備
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